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治
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猪
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あ
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。
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猪
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る
追
悼
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中
文
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述
べ
て
い
る
ょ
ぅ
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日
常
の
私
行
に
於
て
も
課
嚴
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滴
の
酒
も
飮
ま
介
か
っ
た
と
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れ
て
い
る
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た
彼
は
終
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歡
と
，ら
な
か
っ
た
が
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行
が
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れ
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い
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治
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て
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運
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瑯
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け
れ
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隊
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廊
目
令
得
た
本
廣
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と
絕
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世
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に
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甜
想
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な
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力
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ら
せ
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一
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澤
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の
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で
あ
り
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利
上
中
流
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あ
り
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の
天
性
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っ
た
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て
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く
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石
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な
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つ
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、
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追
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し
か
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な
お
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採
り
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計
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入

」
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る

'%の
が「

理
趣
の
重
要
性
を
開
却
地
し
：め
る
胜
格

.の
も
の
，で
.
.
は

：な

く

、 

却
っ
て
硏
究
务
を

1>
:
て
：理
論
め
發
展
へ：：

と
志
向
せ
し
め
る
樣
な
性
格
の
も
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の
で
あ
る
と
と
を
、：：敗
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問
題
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模
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の
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成
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重
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に
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ら
ザ
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扱
わ
：れ
^
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技
術
上
の
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題
と
し
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考
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ら
れ
勝
ち
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な
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' ®
わ
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そ
の
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體
化
さ
れ
た
も
の

C

ス
ト
ラ
ク
.チ
ュ
ア〕 

と
の
間
に
お
こ
る
、̂§
1
±
^
3,
^
§
ど
い
ぅ
問
題
を
通
じ
て
考
察
す
る 

こ
と
に
よ
り
、•本
钗
的
に
は
雨
潜
を
同
.一
の
次
宂
に
於
て
論
じ
よ
ぅ
と
試 

:..
^
る
办
セ
.ぁ

焉(
:;
;
:
.
巧

s

u

f

の
概
念
の
數
學
的
な
規
定
及
び
そ
.の
條
作
の
記
述
は 

:

第
一1
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す
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と
す
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確
^
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要
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象
し
て
述
べ
後
に
確
率
攪
亂
耍
素
を
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入
さ
せ
よ
ぅ
。
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或
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嵇
の
經
濟
理
論
令
モ
デ
ル
ぢ
と
呼
ぴ
、
こ
の
模
型
が
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測
に
よ
つ 
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的
形
態
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與
え
ら
れ
た
と
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そ
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ラ
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な
く
當
同
め
手
に
よ
つ
て
決
萣
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
政
府
投
資
を
外 

坐
的
變
數
他
を
内
生
的
變
數
と
昆
て
よ
い
。

(

よ
り
嚴
密
な
规
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從
つ
て
西
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的
鍩
數
は
夫
々
外
生
的
變
數
政
府
投
資
を
用
い
て
表
わ
せ
•る
。
こ
の
樣
に 

表
わ
し
た
も
め
を"6
&
§
<
2

£6
1

*1
|:
1

.と
呼
ぶ
。
：

政
，策
•の
樹
立
遨〈

政
，府
又
は
企
業〕

は
、
内
生
的
及
外
生
的
變
數
の
函、
 

數
で
あ
るg
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n

又

はw
e
l
f
a
r
e

似
を
極
大
に
•し
よ
う
と
す
る
。
切
の 

琬
數
形
が
わ
か
つ
て
い
る
な
ら
ば
、

§

を
極
大
な
ら
し
め
る
樣
に
璲
敷
の
■ 

値
を
選
ぶ
.こ
と
が
出
來
る
。
更
に
內
生
的
變
數
を

r
e
d
u
c
e
d
.
f
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r
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よ
っ
て
'外
生
的
i

で
表
わ
せ
ば
、

切
を
極
大
な
ら
し
め
る
も
の
は
外
生 

的
變
數
の
適
當
な
値
で
あ
る
。

(

先
の
例
で
切
が
生
沽
水
堦
を
表
わ
す
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.■数
と
ず
れ
.ば
、
最
.设
_.の
政
锻
を
.決
め
る
政
的
役
资
，の
値.が
'.求
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ら
.れ
る
の

..

で
あ
る
^

- 

•
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■
、：.探
て
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*
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策
樹
立
者
が
政
策
の̂

果
を
判
定
す
る
場
合
に
は

1:

股
に
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o,
圖
应
蠻
樣
众
宇
親
ぎ
を
採
ら
ね
ば
な
ち
艰
い
：で
^
ろ
.う
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(
：

こ
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に
よ
}

p

も
の
をn

o
n
-
s
t
o
c
h
a
s
t
i
c

な
場
合
に

都
き
か
え
た
.も
•の
.で
.あ
る
0)

ま
つ
.

ス
ト
ラ
■ク

チ
C1
.
ア
日
か
ら
^
故
！
！
。
©
“

 

f
o
r
m
.

が
計
算
さ
れ
て
い
ると
し

よ

う

。

r
e
d

g.e
d

 :
f
o
r
m

の
パ
ー
アメ 

タ
は
ス
ト
ラ

ク
チ
ュ
ァ
の
そ
れ
に
或
變
換
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

, 

統
計
資
料
か
らre

d
u
c
e
d

 f
o
r

日
の
パ
ラ
メ 

I
.タ
を
決
定
す
る
。
も
し 

辕
測
せ
、ん
と
す
る
將
來
の̂
間
に
於
て
^

^
濟
p

^

mc+
g
s-
,肖
©

の
含 

む
パ
ク
メ
ー
タ
の
码
例
え
ば
限
界
消
費
性
向
な
、

ど

が
凝
化
せ
ぬ

こ

と 

が

わ

，か

っ

て

い

れ

ば

、

過

^
O'
統

計

か

ら

得
-̂
れ

た
I

d
 

に

豫

測

し

：よ

う

ど

オ

る

將

來

期

間

0
外
生
的
變
數
60
値
,謎

'え
ぱ
政
府
找 

赛

額〕

：
：を

久

れ

尤

岛

る

ね

と

运

，
よ

9
、

內

盡

變

數

(

S

え

ば

民

問

投
，
.

變 化 し た Of

O iから求め 

tc n

资
、
I

M

S
 .の

値

が

幾

何

に

在
^
か
.■を
.計
算
出
來
る
.。
.
.
.
.
ち
政
パ
....■、
 

策
效
來
が
豫
測
さ
れ
る
。
所

が

現.
 

賢
に
は
豫
測
す
べ
含
將
來
に
於
て.

多
少
と
も s

t
r
u
c
t
u
r
a
l
d
a
r
a

 

丨■.

S t r u c t u r a l  chs

⑥

S t r u c t n

p a r a m e t e r の決记

ai

e d u c e d  f o r m

パラ'メ 一タ〜の決-の

)U

7T°

觀 測

_
:
m
e
t
e
r

ガ
變
化
す
る
で.あ

ろ

ぅ
.
 

(

こ
れ
を Structuralctlang.e 

と
よ
ぶ〕

。St
r
u
c
t
u
r
a
l

 c
h
a
n
g
e

 

が
行
わ
れ
な
い
で
：
.あ
ろ
ぅ
と
期
待
，
 

さ
れ
る
場
合
の
豫
測
の
ブ
ロ
セ
ス 

.は
①—

⑧
.で
十
分
.で
.あ
る
.が
、
•
 

Strtic;tural c
h
a
n
g
e

 

が
豫
想 

さ
れ
る
限
*;
'
、
ま
づ
現
在
に
お
け
：
 

る.s

c+r
u
c
t
u
r
e
.

の
パ
ラ
メ
.
.
1

.タ

.

_の
値
を
知
り
Y 
.こ
れ
に
豫
想
さ
れ 

^
る
變
化
，を
與
え
た
上
で
④
⑥
⑥
と 

ぃ
.ぅ
手
續
き
を
踏
ま
ね.ば
な
ら
な
‘ 

1
.タ
⑥
は

®

の
そ

-
、

：

 

.

©

■
0

,

:

.

い

o

勝

來

に

お

：け

る

r
e

d
u

c
e

d
.

f
o

r
m

の
パ
一
フ
メ 

れ

と

當

然

異

つ

て

^ :
る

で

あ

ろ

ぅ

し

、

：

こ

れ

を

®

か

ら

直

接

に

求

め

る

こ

 

と

は

出

來

か

い

の

：
で

あ

る

.。
：

,'
.

.

,

パ

:

然
る
に 

s

c+r
u
c
t
u
r

e;: p
a
r
a
m
e
t
e
r

 .
C

«
0 
が
決
れ
ば 

r
.
^
u
c
e
d

 

'
f
o
r
m
.

の
パ
タ
メ 

V
ダ
，

(

5

へ
ば
ー
義
的_に
決
る
が
、
.逆
备
ず
し
も
行

プ
•マ
ン
ズ
編『

動
態
的
鸫
濟
模
-M
に
關
す
る
統
訃
的
矾
究

』

•わ
^
な
い
。
'暴
行
わ
れ
る
龙
め
：に
は
、

」

と
*
:?>
間
£

義
的
な
對
臌
：. 

關
做
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
關
係
の
あ
る
と
き
、模
型
は
£
§
£|
;
'皆
ヶ
&

4
 

を
も
っ
と
い
わ
れ
る
。
簡
堪
化
さ
れ
た
例
で
示
せ
ば
次
の
櫧
に
な
ろ
ぅ
。

.;
1:
は
國
民
^/
得
パ
ぜ
ば
物
價
、-.
,1)
は
.需
要
量
、'
8:
は
供
給
量
を
示
す
も:■ 

.

.

.
の
.：.と
：し
.、':
1
を
外
生
的
變
數
と..し
：で.論
ず
る
。_
:模
租
を
嫩
^
と
し
、
•

(
1

)

•

«

H

a

p

+

s

+

sf
; 

(
2

)

 

w
=

c
p

+
i

s
;

C o)

 

o

n

w

(

值
.し
ん
.
&
^
.

0
-
0
2
.
は
_ぺ
ラ
メ
.
1
.タ
。
こ
.の
例
は
マ
■ル
ン
ヤ
ツ
ク
の
そ 

れ
を
孔
體
的
に
、
数
式
化
し
て
、
加

H

し
た
も
の
で
あ
る
。

〕

/.
^

霞
要
量
は
物
屑
と
所
得
に
依
箱
し
、
供
給
量
は
物
價
に
ユ
ハ
て
決 

り
、
需
給
は
一
致
す
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を 

決
定
す
る
に
は(

確
率
要
素
を
捨
象
す
る

〕

例
え
ば
2
に
っ
い
て
0

1

1
 

•の
系
列
を
資
料
か
ら
求'：?
、
相
對
膘
す
る
0

?
1:
の
値
を
三
組
求
め
て1ーー’
 

.個
の
方
程
式
を
立
で
る.こ
と
：
に

ょ

ク

て

a

6

 

を
決
め
る
で
あ
ち
ぅ
，
0「

け 

れ
ど
'も
こ
.れ
で
;±
い
か
否
か
.は

i
d
s
l
j
s
c
a
t
l
o
n

 

.を

.確

.か
め
た
上
で
なi 

け
&
ば
1い
え
.な
_い
の
で
あ
る
.。

假

り

に

吾

々

，
が

さ

き

の

'模
型
が
1)
?

8
間 

の
經
濟
11
-
係
を
ょ
く
反
映
す
る
も
の
と
考
え
る
限.り
、.
*資
料
に
.
.ょ
り
與
え
.

： 

ら
れ
た
D-
P

S
も
取
が
乂
右
方
程
式
系
に.ょ
：
っ
：
て

表

わ

さ

れ

?>
:
理

論

の

メ
.

.力

：
一

I.

ズ

を

經

て

生C
て

來
.た

と

ぎ

え

：
る
'の
が
論
理
的
に
.妥
當
で
あ
ろ 

.
t

'
今
I
y£
-

g
诌i

：

的
に
§
^
ど
：い
ぅ
右
の
理
論
を
受
け
人
れ\
ば
、

：

.

P

P

Sの
資
料
仪
次
办
樣
な
搆
造
钇
も
づ
て
，い
石
と
.判
斷
さ
れ
.てょ
い
。

,'
•

•
 

.

.

(

B

. 

D
U
A

，
I
i
m
;
v
s

、
.

s
,!
l
H
+さ
；

co)

:"
:
D
=
^
.
I
+
>
:

パ
ラ
メ
f

タ
/ i

た

パ
等
は
⑴—

⑶
の
。ハ
ラ
メ1
タ

で
表
わ
さ
れ
るこ

と

は
'

七一
■ 

S

へn



f

一ー⑴
學
食
雜
誌‘
笫四十丑卷厂筚八號，

、

.

明
で
あ
る
。
所
で
、
，⑶
よ

り

1
"
-
^
—

r

を
得
、
⑵
に.代
人
し
て
、

S

 =

+ (52.

—
—|<)

. 

.... 

,
.
!.
.

V
 

K
. 

.

.

こ
の
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
た.一
久
及
び
r

d ^

は
⑵
式
の
C
及
沒
に
對

躐
し
て
い
る
。
又
狀
丨
邮
か
ら
^
と
卩
の
關
係
を
求
め
る
方
法
と
し
て
こ 

れ
以
外
あ
り
え
な
い
。
. 

丨 

次
に
狀
及
咪
を
邊
み
加
へ
て
、

:

■'
-
 

.
'
D
=
i
p
.

.+
;(

,f
c
+3J
I
+<
?

-+
^

.

.

.
,1
)
と^

:

ベ

て

丨

1
,
&

 

Hfe
十
^

p 

"
m
+
y 

.

と
.な
る
-,
°
然
る
に
⑴

か
. 

.ら
3)
を
滅
ず
れ
ば「

O
M
P
+
^
I
^
I
.

十(
m
l
y
)

.

.と
^.
り'<2“

.

十lr 

b." 
hlvt..《

”
爸
十
^
を
得
‘る
’
斯
ぅ
^
て
⑴
-
—⑶
に
•よ
り
與
え
ら
れ
た_ 

D

p

s 

(
r
e
d
u
c
e
d

 f
o
n
h
)
..

の
資
料
か
<
-
0(2
)
式
の
。ハ
ラ 
メ 
1
タ
0
及 oa 

.

を
舊
す
る
こ
と
は
蓄
で
あ
る
ボ
⑴
式
に
冷
い
て
は
そ
ぅ
で
な
い
。
!!
)
:

■

式
に
つ
い
て
形̂

的
に
^

&
ゃ
を
求
め
て
も
篇
张
の
な
い
も̂
で
知
る
，

' 
卽
ち
(2
)
武
は 

i
d
e
&
i
l
l
e
.
T

--
f
e
;
i
#
s
^
^
n
o
n
i
a
e
n
t
B
a
^
e

>'
^

.

.
'
あ
^
。_ 

(

⑴
丨
⑶
£
'於
て
⑶
ぞ
修
茁
し
て
佻
給
は
價
将
及
貴
銀
率
に
依
存
_

.

.す

.る
}
#
!含
か
え
れ
ば
外
氣
的
鐵
數1ー
倜
で
す
ぺ
て
の̂

が

i
d
e
n
t
s
a
—
'

蒼

^
な
る
。
>

,̂v
:

v.
.

_ v

こ
の
儲
に
考
克.れ
ば
科
學
に
於
け
名
實
驗

Q
:

意
味
は
自
ら
明g

; ^
^:

:

ぅ
。
實
驗
と
故
埋
論
模
型
に
ぉ
げ
る:&
名
汗
^
0设̂

0

を̂
囘
避
^
.る

た； 

め
の
操
作
で
，ぁ
る
と
考
ぇ
ら
れ
る̂>
で
ぉ
.る
。
.'
.實
驗
に
は
：ー
ニ

0
の
型
が
ぁ'

.
'
*
,
,
.

 

'每
 

C
S

D

る
。
第
ー
は
原
ス
ト
ラ
ク
チ
み
ア
に
變
化
を
與
え

$

來
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ

.瘡

模

_
ず
る
操
■

例

霞

風

洞

舊

萼
'°
も

潘

の

！

i

驗

で

.
は

將

來 

.の

.

.
ス
.
ト
.
|フ

〖

ク
，
チ.
'
.
チ
ア
を.作
0
出

す

の

で

，あ

る

：

"か
^
>
.

」

.の

..環
墙
の
下
で
得
た_
 

’觀
測
デ

1

タ
••か
ら
求
め
だre

d
u
c
e
d

 f
o
r
m

の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
政
策
の 

決
定
.>
双
双
の
測
矩
に
十
分
で
あ
つ
て
原
ス
卞
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
パ
ラ
メ
1 

.タ
を
決
定
す
る^-
要
は
な
い
。
..'
.

ぷ
第
r
lCD
M
の
：實
驗
ば
方
程
式

I

個
の
：完
垒
众
濮
型
ベf t

-

生
變
數一

個
0 

外
は
獨
.立
^
固
定
？
れ
て
ぃ
る

〕

を
つ
.'く
る
操
作
で
あ
る
。
種
々
の
要
因 

r
、n
:
y
十
：；1
:1
'
-ル
し
た
|

潰
驗
等
の
：場
合
。-明
に〉I

方

赛

の

完

全

摸
' 

型
は
常
にid

entifiable

で
あ
る
か
ら
、
決
定
し
た
，い
パ
ラ
メ
ー
タ
の 

數
だ
け
の
IB
1
®:
、
實
驗
を
繰
返
せ
，ば
よ
い0
原
模
型
の
&
<&
&

&
§
1
 ̂

.は
不
.要

，で

あ

る

。

*-
ン
‘
：':
:
'-'
:
,
.
^
^
^
^ ̂

、
-

(

.

で
：次
&

率
要
素
0
介
入
>
る

瘍

合

は

如

何

か

。
，
ま

づ

執

潷

者

達

が

鬚
 

關
係
の
確
率
的
性
格'を
ど
め
樣
に
見
：て
..い
る
か
を
紹
介
す
る
こ
と
は
無
駄 

で
は
な
：い
で
あ
ろ
ぅ
。
.：：.
.::
'

'
、
丨

'丨

『

經
澉
關
保
は
一.双
㈣
にs

t
o
&
a
s
t
i
o

な
性
格
を
本
つ%:
の
で
あ
る
。

こ
.の
性
格
は d

e
t
e
r
m
i
n
i
s
m

 

に
よ
つ
.て
も
、
X

n
o
n
-
d
e
t
e
r
m
i
n
i
s
t

 

ー'に
よ
0.
て
も
容
認
さ
れ
る
。̂

^

於

で

は

、

-.
:
.
'
-
-
彼

の

把

握

す

る

經

濟

世

界 

_は
原
理
上
極
め
，て
多<-
0.
:變
數
を
% :
つ
，歡
多
の
方
程
式
の
集
り
に
よ
.つ
て 

統
禦
さ

1

れ
■て
い
る
。
；
併
し
彼
の
理
論
を
觀
測
に
よ
つ
て
證
明
出
來
る
も
の

一
 

.ー
と
す
洛
た
め
に
ば
-
の
方
程
式
系
を
極
度
に
簡
略
化
し
方
げ
れ
ば
な
ら
な 

へ
い
。
.又1.
づ
の
變
歡
か
觀
測
す
る
場
合
に
惹
起
す
る
誤
差
を
決
定
す
る
多
：

數
の
览
因
は
ー
つ
く
に
は
記
述
此
來
な
い
け
れ
ゼ
も
、
そ
れ
ら
の
同
時 

效
來
は
誤
差
の
，確̂

分
布
によ

.'

つ
て
表
わ
さ
れ
る
。
又
彼
は
何
故
.に
人
 々

:■■
の

嚕

が

そ

：の
機
：に：観
す
が
か

^:
決
定
す
る
徽
綜U

^

M因
を
簡
':
■'.
 

略
化
せ
ん
た
め
に"
流
行
の
氣
ま
ぐ
れ
さ
を
あ
る
確
準
分
祈
に
從
う
ゾ
ョ
‘ 

ッ
ク
を
以
て
表
わ
す
の
で
あ
る。
.

.

.

後
教
卽
ち
，

n
o
n
-
d
e
t
e
r
m
i
n
i
s
t

は
、
人
間
の
行
爲
を
も
含
め
‘て
現
象 

'と
：
い

う

も

の

は

本

質

的

^
:
6ロ
|

'
な

、
：
：
決

定

し

難

\>
性
格
を
斿
0
と
'.
:.
 

い
う
點
に
關
b
て
確
華
喪
素
の.介

人

を

容

認

寸

る

で

あ

ろ

.ミ

彼

の

墙

合

,
 

諸
々
の
朽
爲
が
农
碗
矩
で
あ
つ
て
も
、
あ
る
行
爲
竹
他
の
行
爲
よ
り
も
、

一
層
起
る
こ
と
が■確
か
ら
し
い
と-い
う
こ
5
ば
い
克
る
の
で
あ
る
。

』

.

.そ
れ

で

は
、確
率
耍
素
を
導
ス
ん
た
楗
型
は
お
け
る
ア
イ
デ
ど
ア
イ
フ
イ
，
 

:す
':
-
<ゾ
台
シ
と
は
何
か
：，
經
霞

测

に

影f

石
觀
測
不
可
能
炎■

i-的

-;'- 

概
亂
耍
素
を
ヴ-T
.

ク
ト
ル
㈧
で
衷
わ
し
、0;
で
觀
測
可
B
の
'變
數
.の
ダ
工
ク 

;ト
，
ル
，
を

款
.
す̂
も
0'
..と
.す
る
:0
.
.允
..，と
^
を
含
む
.方
程
式
#

祠

..の

こ 

.時
分
相
密
度
函
數/

に
つ
い
て
の
ア
ブ
リ
オ
リ
な
知
識
を̂
O

&

S

G

 

M
o
d
e
”
e

と
よ
ぶ
^
ア
ブ
リ
，オ
W
な
知
識
.と
ば
方
程
武
系
一
中
の
形
、
分 

相
密
度
碗
數
y
の
形
、
及
び
そ
れ
ら‘の
パ
ラ
メ
ー
タ
ヴH

ク
'ド
ル.

«
及

？
：
 

に
つ
い
て
の
制
約
を
い
う
。-ゃ
及
び
/
忙
つ
い
て
の
ア
ブ
リ
オ
リ'に
は
知
.
 

ら
れ
な
い
性
質
を
含
む
紙
て
の
性
赞
を

S
t
r
u
c
t
u
r
e

と
よ
.ぶ
。
_巾
か
ら
.
-
 

蹬
亂
嬰
素
烤
を
怂
で
表
わ
レ
て
分#
デ
の
.的

に

^
<
:
す

る

と

觀

測

不

窗

能 

:c)
f

要

素

如

，
の
.霧

7
は

觀

勝

荀

能

な

變

鹦

«
.
の

分

帘
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^
-係
か
ら
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の
モ
メ
ゾ
ト
を
計
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す
れ
ば
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e
D
”
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.
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.
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こ
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獨
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な

4
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方
程
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於
で
宏
邊
は
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て

繭

！

^

が

ら

計

算 

出
來
る
か
ら
、
來
知
數
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を
求
め
ら
れ
-^
。
II
I
ち
こ
の
模
型
は
完
全
にs
c&
tj
c+
s

p

s

oで
あ
る
。

統
針
資
料
か
ら
直
に1
1歸

方

程

式• 

• 
_ 

、、
- 

,
$

3
ー
1

)
=

%
1

1
+
%
。

.

を
求
め
た
場
合
は
ど
ぅ
か
。XI
は
周
知
の
通
り
、

X
I

"

 a
u

>

 J

cl
I
I 

= 

(

^
l-+
i
3
1§

) /. (

§
-
T§) 

= 

■十 

丁 1)

'
:で
^
石
.か
：ら

愈̂
が
極
値
:0
を
&
る

甚
£.
0
み

办

は

が

に

；
ー

'致
オ

 ̂

又，g
j
l

が
無
限
火
の
と
き
は1
に
一
双
す
る
。
郁
ち’供
i

に
^
亂
が
.
 

ゾ
ぁ
り
需
要
側
に̂

ぃ
時
に
め
み
與
限
界
消
費
牲
向
运
今
致
し、
：
^

^
 

:
'
:合
は
1'
に
_

<:
0
:ー
藩
定
値
の
問
題̂

:^
れ
贮
：し
允
も4
^

に

は

腺 

費

拽
_
/5
15

囘

歸

傲

數«1

^
ば

を

致
1"
:な

い

。
，
勿

論

1

が
ら
1>
を
豫 

i
測
し
よ
ぅ
と
す
る
と
キ

J、

ス
ト
ラ
ク
チ
次
ア
が
不
變
で
あ
れ
ば
、
/
が
不 

鐵
且
つ
g
gci
^
d
r
a
l 

p
a
r
a
m
e
t
e
r

が
不
變
で
あ
る
か
ら
、
伽
も
亦

.S

.

‘ 

'
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'
へ

.
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七
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S
 八
4
0

"
'不M

と
な
◊
て
、

た
と
え
对
が
限
與
消
費
牲
向
ル
に*1致
せ
ず
と
も
|
:
5の
 

.
‘豫
測
に
は
岡
歸
方
程
式
の
あ
て
は
め
を
用
い
れ
ば
ょ
い
。
斯
樣
な
段
階
で 

:
>.:
:'は
い
お
详
奋
向
線
の.延
長
1-
-
ー
や
ハ
：
允

ダ

ァ

ド

の

^
 

'

，'
.、奮

を
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ち

得
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.
.
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'
'
へ
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註
2〕

咐
とr

か
獨
立
.で
あ
る
と
い
ぅ
假
圮
は
本
熨
的
に
必
要
と
さ 

れ
る
.も
■の
で
は
，I
い
。
適
常
に
先
決
■&
を
方
程
式
系
の
中
に
漭
人
す 

れ
ば
こ
の
假
'宛
な
し
で
も
ス
ト
ラ
ク
.チ
ユ
ア
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
決
记
出 

來
る
。
又
棋
驶
が
線
驶
で
な
け

.れ
ば
.§,
!
>\_
/
l
lr
':常
分
布
す
る
と
は 

,

考
え
ら
れ
な
い
。

0
の
茁
常
分
布
は
不
可
避
な
假
宛
で
は
な
い。.
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彿
の
予
に
：

jr

及
す
る
な
ら
ば
、
本

f:£.

の
表
題「

'
_態
的」

.
と
い
ぅ
苜 

' .

葉

は

變

數

がl
a
g

を
持
つ
こ
とを
意
味
す
る
。

.ラ
グ
を
も
つ

 ̂

數
は
现
ヰ
の
値
令
示
す
變
数
に

1

し

て

先

決

變

双

ハ

乂
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と
し
，
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.
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こ
こ
に
堪
げ
、た
例
の
樣
に
模
鹽
に
、つ
.い
て
の
す
べ
て
の
知
識

.
 

を
用
い
る
揚
合
ば
か
り
で
な
く
そ
の
知
識
の
一
部
を
使
用
す
る
こ
と
に 

.
'
.
よ
つ
1:
%
パ
ラ
.メ
.
1
'タを
推

^

H
來
る
.こ
と
が
：紫
ま
し
い
。H
Q
dfJ
丨 

,.o
e
d
.
f
o
r
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日
@
^.

0

0.
:
.と
し
て
知
£>
れ
石
方
法
も
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の
た
め
の

J

方 

:
法
で
あ
る
。
他
の
方
法
と
し
て
笫
八
箄
で

.は
名

aid/

か(conslsten.t 

な
.推
记
侦
が
あ
る
と
は
队
ら
な
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が

)
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ラ
メ
ー
タ
の
信
賴
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を
與 
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え
て
い
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拗
合
分
布
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规
性
を
假
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し
て
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。
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だ
け
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，勝
來
她
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に
變
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す
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こ

と
が
供
給
者
側
に
わ
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つ
て
い
る
と
き
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^
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將
來
め
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:0
モ
メ
，.ン
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す
る
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.
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又
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す
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に
公
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さ
れ
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樣
办
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合
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で
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を
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す
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要
も-
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じ
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あ
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供
給
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侧
は
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^
れ
た
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歸
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1
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れ
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來
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あ
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以
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に
於
て
^
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!
執
筆
渚
達
の
.經
濟
學
に
<於
け
.る
統
計
的
硏
究
法
：に
つ'
,
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'!
い
て
の
基
本
的
な
齓
想
を
出
來
る
紀
け
忠
實
馬
紹
が
レ
來
'0
た
：。
：こ
^
に

:
へ 

.描
か
れ
た
蹬
系
は
、'現
在
わ
れ
く
.の
手
％
>
に
あ
る
理
論
を
如
何I
し 

_て
現
贺
.に

狡
-3
5
:た
せ
.る
こ
_ど
が
出
來
'^
.か
^
述
べ
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る
.も
.の
^
あ
る
-0
キ
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.て
、
.理
論
を
取
程
式
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は
：
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a
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^
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e
る
機
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紐
ま
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だ
ら
ぬ
i
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，
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；
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興

え

る

も

：
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な
政
策
效
果
の
豫
測
に
常

.つ
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^

は
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に
變
化
せ
し
め
ら
れ
る
が;'
.パ
ラ
メ

1

^
が
' 如
何
に
變
，
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(

化
す
る
で
あ
ろ
ぅ
か
を
豫
測
ず
る
亡
と.に
は
^

^
で
.い
な
い
°
併
1>
乍

ら
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ク
ー
ブ
マ
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ズ
編『

蝕
態
的
經
濟
校
型
に
關
す
る
統
訃
的
硏
究

』
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^
0
:こ
^
を
^
て
4
り
ぁ
わ
せ
の
理
論
で
複
雜
な
親
實
へ
の
對
策
に
間
に

. 

合
わ
せ
る
た
め
の
方
版
を
探
し
て
い
る
の
だ
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ 

ろ
う
。
勿
論
理
論
は
能
う
限
りa
urt
--o
n
o
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o
u
s
で
お
る
こ
と
が
茁
ま
れ 

■る
。st

a-9t
u
r
a
j
p
a
r
d
m
e

c-f
-
e
r

は
理
論
が
、
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り
自
雜
的
と
な
る
に 
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.伊
っ
て
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第
に
そ
：の
！̂

減
じ
、.避
限
に
於
て
は
少
數
個
の
安
定
的
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..パ
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.恒
數
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が
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希
望
さ
れ
名
の.で
^
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。
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統
計
的
研
究
法
护「

傾
邮
線
の
延
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' の
非
を
旣
に
悟
っ
た
今
、
執
筆 
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:

.者
達

は

該

访

法

の
#
用

が

決

し

：
て

理

論

の

發

,

停

滞

を

も

た

ら

す

べ

き
 

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

へ
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:現
實
の
顧
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賓
僻
は
理
論
の
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え
る
經
議
構
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き
を
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だ
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れ
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.る
と
>
う
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で
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料
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う.と
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修
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と
い
う
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が
蒙
れ
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■
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现
論
檎
型
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吏
常
性
の
檢
與
の
m

敦
性
を
執
筆
者
達
は
勿
論 

忘
れ
て
は
い
：な
い
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よ
分
ゆ
る
や
か
な
ア
プ
火
；オ
リ
な
制
約
の
.
上
に 

,

變
數
に
關
す
タ
確
率
分
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布
の
信
顧
酿
界
*か
：推
尨
さ
れ
.

れ
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：.r

e
d

u
c

e
d
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o
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の
パ
：ラ
メ
*

ダ
の
推
淀
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ま
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な
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.れ)

る
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，に̂

る
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.
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述
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ち
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:一：點
：に
於
て
間
題
が
：
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.‘觀
測
可
能
众
變
數
に
ょ
マ
て
置
き
か 

.え
ら
本
た
分
布
昝
霉
は
襯
測
の
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
不
變
で
あ
る
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V

と
P
ぅ
の
ば
'假

霉

あ

る

。ベ
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贬
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幻
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三
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1
极
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離
誌
飨
四
十
泜
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铬
A
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t
d
r
a
l

 p
a
r
a
l
t
e
r

が
不
變
で
あ
る
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
を
意
味
す 

る
？
何
故
な
ら
皆$

は
模
型
の
.分
相
^

&
か
ら
導
，か
-れ
る
も
の
で 

あ
る
か
ら
。
勿
論
模
型
に
於
け
が
攪
亂
要
素
W
の
分
葙
/
?)

が
可
成
り 

{女
话
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
假
定
は
容
認
し
て
も
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
併 

•し
、
.籠

に

お
け
る
方
變
の
パ
ラ•メ
1
タ
，ヴ…

ト
ル
a
は

左
變
安 

定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い-5
保
證
は
な
い
。
從
つ
て
め
、̂
，は
安
定
^
な 

分
布
で
あ
る
と
い
う
こ'と
も
同
じ
く
保
說
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

.
'fu
S

J
'の

間

題

皆

律| :
迦
論
模
型
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囊
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蓄

漢
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に

舊

、
；

へ
こ
ジ
^
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®

し
た
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な
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^
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^

鎖
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^
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つ
て
い
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が
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.
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d
l
i
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な
横
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-に
^
し
て
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り
凫
く
規
實
を
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映
す
る
の
だ
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■
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い
う
^
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贫
ら
な
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實
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置
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^

る
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實
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；
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濟
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.
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或
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知
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知
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.
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、
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ら
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。
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世
界
が
今
日
ほ
ど
深
刻
な
不
安
と
焦
燥
に
滿
ち
、
伃
迷
と
絕
望
の
淵
を
彷
徨 

し
た
こ
と
は
嘗
て
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。

ま

さ

に.現
實
は
、
國
の
內
外
を
問
わ 

ず
、

一
見
此
一
一
細
に
映
ず
る
琪
象
が
自
ず
か
ら
國
際
的
性
格
を
擔
わ
ざ
る
を
得
ぬ 

ょ
う
な
新
た
な
批
界
史
的
段
階
：に
突
入
し
て
い
る
。
學
問
が
そ
の
硏
究
に
當
っ 

て
、
現
實
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、

か

\
る
認
識 

と
菡
礎
は
何
に
も
增
し
て
不
可
缺
な
條
件
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

。

.

け
れ
ど
も
琪
實
は
、

或
は
學
間
を
現
象
の
理
解
と
說
明
の
.た
め
の
具
と
規
定 

し
、

こ
の
立
場
ょ
り
現
象
の
平
板
的
な
撫
で
廻
し
に
終
る
人
々
が
あ
り
、

或

は

. 

先
學
の
片
言
雙
句
を
絕
對
的
に
固
定
化
し
、

そ
の
引
照
で
文
を
飾
石
こ
と
を
以 

て
誇
り
と
す
る
傾
向
が
あ

0

、

或

は

「

象
开
の
塔

」

の
稱
に
醉
っ
て
、
超
歷
史 

的

•
現
實
的
態
度
で
終
始
す
る
こ
と
を
以
っ
て
褀
足
れ

リ

と

する
人
々
が
あ
る

*

= 

こ
れ
等
古
い
、ジ
ヤ
ン
ル
の
學
風
は
、
學

問

本

來
の
使
命
の
忘
却
と

し

て責
め
ら 

れ
る
ば
か
り
か
、
無
意
味
な
高
等
遊
戯
と
し
て
、

須
臾
も
休
み
な
い
社
會
の
推 

移

.か
ら
取

P

殘
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
學
徙
が
敢
て
自
省
し
、
改
め
て
芷
し
い
學
風
文
樹
て
、
世
に
寄
與 

す
る
と
い
う
现
實
的
要
請
の
切
蓮
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

こ
ひ
こ
と
は
わ 

れ
わ
れ
の
社
會
に
對
す
る
義
務
で
あ
り
、

こ
れ
な
し
に
は
學
問
は
單
な
る
超
絕 

的
存
在
に
過
ぎ
ず
、
氣
ま
ぐ
れ
な
喫
想
を
呼
び
、

烦
わ
し
い
饒
吉
を
釀
し
、
我 

慢

の

な

ら

ぬ

ぺ

ダ
ン

ト

”

ィ

を
誘

う

も
の
で
し
.か
な
い
で

あ

ろ

.

わ
れ
れ
れ
の
課
せ
ら
れ
た
責
の
重
要
さ
に
、
快
い
誇
り
と
、
强
い
義
務
と
を 

W

び

，認

め

た

い

。
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